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「明日をください」写真展の様子
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大勢の参加者たち

クボタ被害を最初に訴えた一人、土井雅子さん

寄せ書きする白井市長
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左：患者の矢木龍八さん
上：平地千鶴子さん

泉南での被害を報告する柚岡一禎さん（中央）
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会場内には、中皮腫・アスベスト疾患・患
者と家族の会による展示も
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クボタショックから２年　写真と報告でつづるアスベスト被害尼崎集会
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私たちの日常のなかのアスベスト問題、現状と課題をわかり
やすくまとめた本です。すべての人に環境ばくろ・職業性ば
くろの可能性があります。ぜひ、一読を。

ノンアスベスト社会の到来へノンアスベスト社会の到来へノンアスベスト社会の到来へノンアスベスト社会の到来へノンアスベスト社会の到来へ
－暮らしの中のキラーダストをなくすために－暮らしの中のキラーダストをなくすために－暮らしの中のキラーダストをなくすために－暮らしの中のキラーダストをなくすために－暮らしの中のキラーダストをなくすために
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①「石綿による肺がん及び中皮腫の処理経
過簿の作成について」2005年9月7日

②「特別遺族給付金に係る請求・認定状況の
把握について」2006年5月29日

③「石綿による肺がん及び中皮腫の処理経
過簿(労災保険法分)について」2006年8月
7日
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事務連絡
平成17 年9 月7 日

都道府県労働局労働基準部
労災補償課長殿

厚生労働省労働基準局労災補償部
補償課職業病認定対策室長

石綿による肺がん及び中皮腫の
処理経過簿の作成について

現在、石綿による健康障害について国民
の不安が高まっている状況から、労災補償
行政においては、今後、石綿による肺がん及
び中皮腫に係る労災請求事案(以下「石綿労
災事案」という。)の請求及び認定の状況に

ついて、国会等からの照会に迅速・的確に対
応する必要があります。
このため、当分の間、各局及び本省におい
て、常時、最新の石綿労災事案の請求及び認
定の状況を把握できるよう、下記により平
成17 年4 月1 日以降に請求のあったすべて
の事案について、石綿労災事案の処理経過
簿(以下「処理経過簿」という。)を作成する
こととしましたので対応をお願いします。
なお、処理経過簿の項目については、「職
業がん個人調査票」と内容が重複する部分
が多いことから、「職業がん個人調査票」の
平成18 年度以降の作成・報告方法について
は、別途検討の上、通知します。

記

1　処理経過簿の作成方法
別添様式を電子ファイルとして労働基準
行政情報システムにより各労災補償課長あ
て送付するので、局においてこれに各項目
の内容を記入して作成し、さらにこれを労
働基準行政情報システムの本省掲示板に掲
示するものとする。

2　処理経過簿の初期作成
処理経過簿の初期作成は平成17 年9 月16
日までに行うこと。その際、平成17 年 4 月
1 日以降に請求がなされたものに加え、平成
17 年3 月31 日時点において、請求がなされ
ているが決定がなされていない事案及び平
成17 年度において決定がなされた事案につ
いても登記すること。

3　処理経過簿の更新
処理経過簿は、石綿労災事案について当
該事案に係る最初の受付がなされた時点で
登記し、記載事由が発生する都度更新する
こと。
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4　調査復命書写の局での保管
石綿労災事案については、本省において
個々の事案の内容の詳細を把握する必要が
生じることも予想されることから、当分の
間、決定がなされた場合には、調査復命書の
写を所轄署から提出させ、局において整理・
保管しておくこと。
なお、決定を行った事案について処理経
過簿を更新するに当たっては、調査復命書
の内容を十分確認すること。

5　記載に当たっての留意事項
(1)「疾病名」欄については、次のコードに従
い記載すること
肺がん:1 中皮腫:2
(2)「業種」については、労災保険率表の事業
の種類を記載すること。

(3)「請求年月日」欄及び「決定年月日」欄は、
それぞれの給付の種類毎に最初に請求が
なされたものについて記載すること。

(4)「(業務)上・外」欄については、次のコー
ドに従い記載すること。
業務上:1 業務外=2
(5)「業務外の理由」欄については、次のコー
ドに従い記載すること。
労働者非該当:1 認定基準非該当:2
時効・その他=3
(6)「医学的所見等」欄については、次のコー
ドに従い記載すること。
石綿肺所見有り:1
胸膜プラーク所見有り:2
石綿小体・石綿繊維有り:3
医学的所見等無し=0
(7)「作業従事期間」欄については、原処分庁
で認定した被災労働者が従事した全ての
石綿ばく露作業の合計期間を記載するこ
と。

8)調査の結果、所轄が異なるため回送した

旨と、回送年月日、回送先の局署名を記載
すること。また、回送を受けた側は当該石
綿労災事案の処理経過簿を登記の上、各
項目の内容を記入するとともに、「備考」
欄に自署が回送先である旨と、回送を受
けた年月日、回送元の局署名を記載する
こと。

(9)「備考」欄には、上記(8)以外に以下の例
を参考に特記すべき事項を記載すること。
例 1. 他の事業におけるばく露歴を○○

年から有する。
2. 当初じん肺で療養していたが、○
○年から中皮腫で療養。

(10)記載に際しては、各監督署ごとに請求年
月日順に掲示すること。

事務連絡
平成18 年5月29 日

都道府県労働局労働基準部
労災補償課長殿

厚生労働省労働基準局労災補償部
補償課職業病認定対策室長

特別遺族給付金に係る
請求・認定状況の把握について

「石綿による健康被害の救済に関する法
律」が制定され、同法に基づく特別遺族給付
金に係る請求書の受付が本年3 月20 日から
開始されたところである。ついては、当該給
付金に係る請求及び認定状況を把握する必
要があるため、当分の問、下記により、「特
別遺族給付金に係る処理経過簿」(以下「処
理経過簿」という。)を作成することとした
ので、遺漏なきよう取り扱われたい。
　

記
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1　処理経過簿の入力について
労働基準行政情報システムにおいて処理
経過簿様式(別添)を各局労災補償課長あて
送信するので、下記(1)及び(2)により、各項
目を入力した上で、労働基準行政情報シス
テムの本省掲示版に掲示されたい。
(1)当月中に特別遺族給付金に係る請求書の
受付、他の労働基準監督署(以下「署」と
いう。)への請求書の回送、他の署から回
送された請求書の受付、支給・不支給決定
を行ったものについて、各局労災補償課
において、管内の各署の状況を取りまと
めた上で、翌月15 日までに入力し、掲示
するものとする。
なお、自局管内の署間における回送処

理についても上記と同様に入力する。
また、平成18年3月から4月において、

請求書の受付、回送処理、支給・不支給決
定を行ったものについては、平成18 年 5
月31 日までに入力し、掲示するものとす
る。

(2)報告の対象となる期間内(毎月1日～毎月
末)において、支給・不支給決定が行われ
ていないものについては、「局名」、「署
名」、「労働者等氏名」、「生年月日」、「性
別」、「請求種別」、「請求年月日」欄までを
入力すること。その後、当該事案について
支給・不支給決定を行った時点で、決定日
の属する. 月分の報告において残りの欄
を入力すること。

2　入力に当たっての留意事項
(1)「局名」欄については、局コード(2桁の番
号)を入力すること。

(2)「署名」欄については、各署の名称を入力
すること。

(3)「労働者等氏名」欄については、姓と名の
問に一文字分スペースを空けること。

(4)「生年月日」、「請求年月日」、「死亡年月

　日」、「決定等年月日」、「ばく露開始年月」、
「ばく露終了年月」欄については、和暦を
使用すること。また、元号は大正は「T」、
昭和は「S」、平成は「H」とすること(例昭
和13年4月20日→S13.4.20)。
なお、取下げ又は回送済み事案につい

ても、当該年月日を「決定等年月日」欄に
入力すること。

(5)「性別」、「請求種別」、「疾病名」、「医学的
所見等」、「決定等の区分」、「ばく露作業の
種類」及び業務外の場合の「理由」欄につ
いては、処理経過簿の各項目欄に記載さ
れている所定のコードを参照し、番号の
みを入力すること。
なお、業務外の場合の「理由」欄への

コード入力に当たっては、以下も参考に
されたい。
・「労働者非該当」:労働者としての雇用の事
実関係が確認されなかったものをいう。

・「ばく露作業歴なし」:認定基準に定める石
綿ばく露作業への従事が確認されなかっ
たものをいう。

・「ばく露作業歴の不足」:石綿ばく露作業に
従事していたことが確認されたものの、
認定基準において疾病ごとに定める石綿
ばく露作業従事期間の要件を満たさな
かったものをいう。

・「医学的所見なし」:診療録、エックス線写
真、病理組織検査記録などの医学的資料
により、石綿肺、胸膜プラーク、石綿小
体、石綿繊維が確認されなかったものを
いう。

・「医学的資料なし」:診療録、エックス線写
真、病理組織検査記録などの医学的資料
が残されていないものをいう。

・「対象疾病以外」:特別遺族給付金の対象と
なる疾病ではないものをいう。

・「その他」:戸籍謄本・抄本や死亡届書記載
事項証明書等、省令で定める書類がない
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ものなどが該当する。
(6)「請求年月日」欄については、他の署から
回送されてきた請求書である場合、回送
された請求書を自署において受け付けた
年月日ではなく、請求人から請求書の受
付手続きを行った年月日を入力すること。

(7)「業種番号」、「ばく露作業の種類」、「ばく
露開始年月」及び「ばく露終了年月」欄に
ついては、業務上として決定した事案に
ついてのみ入力すること。
また、「業種番号」欄については、業務

上としての支給決定事務において使用し
た労災保険適用事業細目表の「事業の種
類の番号」(2 桁の番号)を入力すること。
「ばく露開始年月」は当該労働者の職歴
上、初めて石綿ばく露作業に従事した年
月をいうのであって、必ずしも最終ばく
露事業場において初めて石綿ばく露作業
に従事した年月と同じではないことに注
意すること。

(8)「備考」欄については、以下の要領にて入
力すること。
・業務外の場合の「理由」が「7その他」に
該当する場合、その理由を入力するこ
と。
・調査の結果、所轄が異なるために請求書
を回送した場合、回送年月日、回送先の
局署名を入力すること(例「H18.4.20○○
局○○署に回送済み」)。また、回送され
た請求書を受け付けた署は、処理経過簿
の各項目に当該請求の内容を入力すると
ともに、回送された請求書を受け付けた
年月日、回送元の局署名を入力すること
(例「H18.4.25 ○○局○○署から回送受
付」)。
・上記以外に特記すべき事項があれば入力
すること。

事務連絡
平成18 年8 月7 日

都道府県労働局労働基準部
労災補償課長　殿

厚生労働省労働基準局労災補償部
補償課職業病認定対策室長補佐

石綿による肺がん及び中皮腫の
処理経過簿(労災保険法分)について

標記処理経過簿については、平成17年9月
7 日付け補償課職業病認定対策室長名での事
務連絡により、各局において作成され、更新
が行われているところですが、今後の円滑
な集計作業を目的として、別添様式に変更
することといたします。
つきましては、本年7月末までの各局管内
における、労災保険法に係る石綿による肺
がん及び中皮腫の請求書の受付、他の労働
基準監督署(以下「署」という。)への請求書
の回送、他の署から回送された請求書の受
付及び支給・不支給決定・取下げの状況つい
て取りまとめた上で、従来から使用してい
る様式に入力し、8月15日(火)までに労働基
準行政情報システムの都道府県掲示板に掲
載するようお願いいたします。
右期日までに各局により掲載された処理
経過簿について、本省において別添様式に
データを移替える作業を行い、順次、移替え
た後の様式(電子ファイル)を労働基準行政
情報システム上の電子メールにより各局労
災補償課長あて送付しますので、以後は送
付を受けた様式を更新するようお願いいた
します。
7 月末までの分を入力後、本省より移替え
た後の様式の送付を受けるまでは、各局に
おける更新作業は一時停止してください。
なお、変更点は、従来から使用している様式
の入力項目を一行に並べたことにあり、入
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力項目及び入力に当たっての留意事項につ
いては追加・変更が無いことを申し添えま
す。

記載に当たっての留意事項
(1)「疾病名」欄については、次のコードに従
い記載すること
肺がん＝1　中皮腫=2　その他=3
(2)「業種」については、労災保険率表の事業
の種類を記載すること。

(3)「請求年月日」欄及び「決定年月日」欄は、
それぞれの給付の種類毎に最初に請求が
なされたものについて記載すること。
数字と数字の間にスペースを入れたり、

「・」を使用したりせず、エクセルにおけ
る日付として入力すること。

(4)「(業務)上・外」欄については、次のコー
ドに従い記載すること。
業務上:1 業務外=2 取下:3 回送済み=4
(5)「業務外の理由」欄については、次のコー
ドに従い記載すること。
労働者非該当=1  認定基準非該当=2
時効・その他=3
(6)「医学的所見等」欄については、次のコー
ドに従い記載すること。
石綿肺所見有り=1
胸膜プラーク所見有り=2
石綿小体・石綿繊維有り:3
医学的所見等無し:4
(7)「作業従事期間」欄については、原処分庁
で認定した被災労働者が従事した全ての
石綿ばく露作業の合計期間を記載するこ
と。

(8)調査の結果、所轄が異なるため回送した
場合には、「備考」欄に、回送年月日、回
送先の局署名を記載すること。
また、回送を受けた側は当該石綿労災

事案の処理経過簿を登記の上、各項目の
内容を記入するとともに、「備考」欄に、回

送を受けた年月日、回送元の局署名を記
載すること。

(9)「備考」欄には、上記(8)以外に以下の例
を参考に特記すべき事項を記載すること。
例 1. 他の事業におけるばく露歴を○○

年から有する。
2. 当初じん肺で療養していたが、○
○年から中皮腫で療養。
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表２　尼崎署の労災認定事業場名公表（～2004年度認定分）

尼崎署 事業場名 石綿曝露状況
肺
が
ん

中
皮
腫

現在の取り扱い状況
及び特記事項

1 (株)クボタ阪神工 石綿パイブの製造 1

2
(株)クボタ大浜工
場神崎分工場

石綿パイプ製造、石綿板
加工作業

14 33 平成9年事業場廃止

3 (株)中川工業所 石綿製品の切断 2 現在の取扱いなし

4
（社）日本水道協
会神崎検査所

水道用石綿セメント管の
検査 業務

1
石綿使用中止
(株)クボタ大浜工場神崎
分工場内での間接ば<露

5 クボニ運送(株)
石綿原料及ぴ石綿パイブ
製品 の積込･運搬作業及
びその周辺での作業

1 1 現在の取扱いなし

6
日本通運（株）阪
神支店

アスペスト荷卸し作業 1 -

7 岩住サッシ（株）
サッシ製造時､石綿を切
断､挟 み込み作業

1  -

8 古市建設 鉄工材料の図面描き 1 事業場廃止

9
三菱電機（株）交
通システム事業所

石綿製品の切断等作業 1 石綿使用中止

10 神鋼鋼線工業(株) アスペスト材の切断作業 1
事業場廃止(製造 部門廃
止による)

11 大阪動力工業(株) 機械装置の据付工事 1 現在の取扱いなし

12 野村シヤツター
シヤツター取り付け作業
の際、石綿をそぎ落とす作
業に従事

1 事業場廃止

13 (株)清水組
石綿製品が建材等として
用いられている建物等の
補修又は解体作粟

1
他の事業場でも石綿ば<
露あり

14 田村建設
モルタル材料に石綿を混
入する作業

1 -

14事業場 認定件数 18 44

に掲載されている「石綿ばく露歴把握のた
めの手引」を参照し
た。）これらと今回開示
された「処理経過簿」

（事業場名非開示）を、

この間報道された企業

の認定状況も踏まえつ

つ比べてみた。
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表３　神戸東署の労災認定事業場名公表（～2004年度認定分）

神戸東 事業場名 石綿曝露状況
肺
が
ん

中
皮
腫

現在の取り扱い状況
及び特記事項

1
(株)神戸製鋼所神
戸製鉄所

鋳込み作業 1 1 石綿使用中止

2
(有)インテルナきた
むら

家具販売業で倉庫での作
業

1 事業場廃止

3 幸進運輸 港湾荷役作業 1 事業場廃止
4 甲陽運輸(株) 船内荷役 1 石綿使用中止

5 石崎(株)
瓶詰機､洗瓶機の稼働､保
守、 検査

1 石綿使用中止

6
川崎重工業(株)神
戸工場

石綿等を直接取り扱う作
業の 周辺等において間接
的なば< 露を受ける可能
性のある作 業､石綿製品
を用いて行う断熱のため
の被覆又は補修作業

3 石綿使用中止

7
川崎製鉄（株）阪
神製造所

鉄板の焼鈍時に石綿を使
用

1 事業場廃止

8
(株)きんでん神戸
支社

配管･配線工事 1

石綿使用中止。被災労働
者は､出張作業に よる石
綿暴露であり､事業 所内
での取り扱いはない。

9
岬工業（株）神戸
営業所

コンクリー卜壁のせん孔作
業

1 -

10 鈴木断熱工業(株)
石綿製品を用いて行う断
熱等のための被覆等又は
補修作業

1 石綿使用中止

10事業場 認定件数 1 12
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表４　神戸西署の労災認定事業場名公表（～2004年度認定分）

神戸西 事業場名 石綿曝露状況
肺
が
ん

中
皮
腫

現在の取り扱い状況
及び特記事項

1 ヨークジャパン(株)

石綿等を直接取り扱う作
業の 周辺等において間接
的なば< 露を受ける可能
性のある作業

1
石綿使用中止。出張業務
のため、事業場内での取
扱いはない。

2 安藤工業(株) 石綿切断作業 1 事業場廃止

3 河原冷熱工業(株)
船舶内排気管断熱材取り
付け

2

石綿使用中止。出張業務
のため、事業場内での取
扱いはない。三菱重工業
(株)神戸造船所内でば<露

4
三菱重工業(株)神
戸造船所

修繕船居住区内補修作業
監督指揮、配管等の取り
付け

7
 石綿使用中止。専従とし
ての取り扱いはな<､周辺
作業に従事していた。

5 神戸船渠工業(株)
船舶製造の際､石綿による
保 温工事で使用

1 石綿使用中止

6
川崎重工業(株)車
輌カンパニー兵庫
工場

石綿使用の鉄道車両工事 7 石綿使用中止

7
川崎重工業（株）
兵庫工場

列車組立作業内面補強材 1 石綿使用中止

8
（有）信濃石綿工
業所

保冷保温配管工事の際､
石綿断熱材巻き付け作業

1 事業場廃止

8事業場 認定件数 0 21
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表５　大阪中央署の労災認定事業場名公表（～2004年度認定分）

大阪中央 事業場名 石綿曝露状況
肺
が
ん

中
皮
腫

現在の取り扱い状況
及び特記事項

1 大和産栗（株）
合成ゴム､セメント製造時､
石 綿を混入

1 事業場廃止

2 東洋スレート(株)
スレー卜製造時､石綿パ
ルブ、セメント使用

1
事業場廃止。昭和５７年に
製造工場は閉鎖..

3 (株)荻野製作所
ダクトエとして屋内配管工
事に従事

1 事業場廃止

4
ニチアス（株）大阪
支社

建築物の天井､壁､柱等に
石綿繊維の吹き付け工事

1 2 石綿使用中止

5
関西アサヒ冷熱
(株)

石綿吹き付け作業現場で
の配管工事

1 事業場廃止

5事業場 認定件数 2 5
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表６　東大阪署の労災認定事業場名公表（～2004年度認定分）

東大阪 事業場名 石綿曝露状況
肺
が
ん

中
皮
腫

現在の取り扱い状況
及び特記事項

1
久代ブレーキ工業
(株)八尾工場

石綿製品の製造工程にお
ける 作業

1 八尾工場は､事業廃止

2 五陵石綿(株) 石綿ローブ解綿作業 1 昭和38年事業廃止

3
大島応用化学工
業(株)

防露材として石綿使用 1 石綿使用中止

4
日本バルカー工業
（株）八尾工場

石綿梳面作業 2
石綿使用中止。平成13年
3月ハ尾工場閉鎖

5 理化工業(株)

焼き入れ炉上でタッピング
ボールト等のかき込み作
業､焼き入れ炉石綿の取り
替え

1
石綿使用中止。石綿取扱
量は､ご<少量

5事業場 認定件数 4 2
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表７　岸和田署の労災認定事業場名公表（～2004年度認定分）

岸和田 事業場名 石綿曝露状況
肺
が
ん

中
皮
腫

現在の取り扱い状況
及び特記事項

1
(株)栄屋石綿紡織
所

石綿紡織工 3 現在使用中

2 （有）北浦瓦製作 石綿紡績の混合作業他 1  -
3 ミツイ 石綿紡績品のリング工 2 事業場廃止

4 三好石綿工業(株)
ブレーキ製品製造時に混
綿、 合糸。

2 事業場廃止

5 草竹産業(株) 石綿粉じん作業 1
石綿使用中止。他の事業
場での作業歴有り。石綿
取扱量はご<少量

6 竹村産業 石綿粉じん作業 1 -

7
南海パッキンエ業
(株)

石綿編紐作業 1 事業場廃止

8 米崎石綿工業所 石綿糸､石綿布の製造 1 事業場廃止

9 理成石綿工業(株)
はつり工としてよりをかけ
糸にする作業

1  -

10 大星保温工業(株) 保温材の取り付け作業 1 事業場廃止

10事業場 認定件数 12 2
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